


茂
曹
は
、
県
道
沿
い
の
新
書
が
ら
十
谷
峠

在
経
て
鰍
沢
町
方
面
へ
向
か
う
峠
道
沿
い
、

標
高
約

9
0
0

メ
ー
ト
ル
に
位
置
し
ま
す
。

銅
や
セ
メ
ン
ト
原
料
在
採
掘
し
た
茂
富
鉱

山
や
、
林
業
で
栄
え
た
集
落
で
、
昭
和
拍
年

に
は
町
世
帯
が
暮
ら
し
て
い
ま
し
た
。

し
が
し
、
早
川
集
落
に
あ
っ
た
甲
府
工
業

高
校
早
川
分
校
の
閉
校
(
昭
和
刊
写
)
や
茂

倉
鉱
山
の
閉
山
(
昭
和
同
年
)
在
経
て
、
昭
和

拍
年
代
頃
か
ら
中
学
卒
業
と
同
時
に
集
落

在
出
る
一
」
と
が
当
た
り
前
に
な
り
、
集
落
へ

残
っ
た
人
々
の
高
齢
化
が
進
む
一
方
と
な

り
ま
し
た
。

ゅ

L
梱痩大会の繊子

相捜大会の理備は土俵作りなどから

始まる.土俵を縛る際の縄の結び方は

厳しく、できる人の数は減ってきてい

るのが現実.

相撲大会が終わってからも 誼倉う

りなどをつまみに宴会が続く.思い出

路に近況報告にと臣は尽きない.

体
在
壊
し
子
供
の
も
と
で
暮
ら
す
よ
う

に
な
っ
た
り
、
亡
く
な
っ
た
り
。
灯
っ
て
い

た
明
か
り
は
一
軒
一
軒
消
え
、
現
在
、
日
常

的
に
茂
宣
で
暮
ら
し
て
い
る
の
は
約
初
世

帯
。
昭
和
田
年
生
ま
れ
の
男
性
在
最
後
に
、

茂
曹
で
生
ま
れ
育
っ
た
子
供
は
い
ま
せ
ん
。

若
衆
が
引
っ
ぱ
っ
た
祭
り

か
つ
て
、
春
祭
や
夏
祭
の
運
営
は
、
お
歳

ま
で
の
男
性
に
よ
っ
て
行
わ
れ
て
い
ま
し

た
。
小
学
校
高
学
年
か
ら
中
学
生
ま
で
は
小

若
景
(
コ
ワ
ケ
イ
シ
ユ
)
、
そ
れ
以
上
は
若
栗

(
ワ
ケ
イ
シ
ユ
)
と
呼
ぱ
れ
、
お
歳
の
長
男
が

祭
在
取
り
仕
切
る
若
栗
頭
(
ワ
ケ
イ
シ
ユ
ガ

シ
ラ
)
を
務
め
ま
し
た
。

小
若
無
片
品
、
年
上
の
先
置
が
ら
教
わ
り
な

が
ら
、
怒
ら
れ
な
が
ら
、
見
ょ
う
見
ま
ね
で

土
俵
の
作
ワ
方
な
ど
を
貰
え
ま
し
た
。
お

じ
よ
う
も
ん
{
お
嬢
さ
ん
)
が
き
れ
い
な
着

物
在
着
て
神
輿
在
見
に
来
た
の
で
、
そ
れ
が

若
者
の
励
み
に
も
な
り
ま
し
た
。
戦
争
に

行
っ
て
神
輿
在
担
ぐ
こ
と
が
で
き
な
が
っ

た
人
片
品
、
御
輿
を
見
て
涙
在
流
す
こ
と
も

あ
っ
た
そ
う
で
す
。

重
た
い
神
輿
在
担
い
で
練
り
歩
く
春
祭
。

力
強
く
奉
納
相
撲
を
と
る
夏
祭
。
若
者
の
力

が
活
躍
す
る
、
皆
が
楽
し
み
に
す
る
お
祭
で

し
た
。
お
も
ち
ゃ
な
ど
在
背
負
っ
て
来
た
商

人
か
屋
台
在
出
し
、
名
付
け
親
に
な
っ
た
璽

で
は
、
そ
の
子
が
生
ま
れ
て
最
初
の
お
祭
の

時
に
、
女
の
子
だ
っ
た
ら
お
人
形
、
男
の
子

だ
っ
た
ら
ミ
二
力
や
何
か
を
買
っ
て
あ

げ
た
も
の
で
し
た
。

形
を
変
え
て
今
な
お

若
衆
の
年
代
の
男
性
が
次
第
に
少
な
く

な
る
と
、
外
で
暮
ら
す
人
々
も
祭
の
日
に
は



総人里の線子
町選茂倉線は過るたびに車を降りて石や枝

などを片付Itてくれる人々によって、いつも通

行しやすい状厳に保たれている.

総人足が終わると、道闘に溜まった落嫁まで

すっかりきれいになる.みんなで汗を流し、き

れいになった道路を見るのはすがすがしい.

茂
直
に
帰
り
、
区
と
協
力
し
立
が
ら
若
葉
と

し
て
の
役
割
在
果
た
し
祭
り
在
維
持
し
ま

し
た
.
し
か
し
な
が
ら
、
そ
う
し
た
人
も
年

在
と
っ
て
い
く
ば
か
り
。
平
成
時
年
か
ら

は
、
春
祭
は
小
さ
な
子
供
神
輿
だ
け
、
夏
祭

は
子
供
相
撲
だ
け
在
行
う
こ
と
と
な
り
ま

し
た
。祭

在
や
ら
な
い
わ
け
に
は
い
か
な
い
.
だ

け
れ
ど
も
、
人
が
少
な
く
な
り
、
や
れ
る
こ

と
と
や
れ
な
い
こ
と
が
あ
る
。
だ
ん
だ
ん
縮

め
て
い
っ
て
、
楽
な
よ
う
に
、
や
れ
る
範
囲

で
や
ろ
う
二
年
で
も
終
わ
り
に
な
る
の
を

向
こ
う
に
伸
ば
そ
う
.
そ
し
て
、
孫
た
ち
が

茂
窟
へ
帰
っ
て
来
た
時
の
楽
し
み
を
作
っ

て
お
き
た
い
.
そ
ん
な
思
い
の
中
で
、
今
で

も
祭
が
続
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

集
ま
り
は
確
認
の
場

祭
り
の
他
に
も
、
お
話
や
村
仕
事
の
日
に

は
、
外
で
暮
ら
す
か
つ
て
の
若
輩
や
お
じ
よ

う
も
ん
が
茂
宣
に
帰
省
し
ま
す
。
年
に

2
回

の
総
人
足
{
そ
う
に
ん
そ
く
)
は
、
一
世
帯
一

人
が
出
る
決
ま
り
と
な
っ
て
い
る
事
も
あ

り
、
特
に
た
く
さ
ん
の
人
が
集
ま
り
ま
す
.

新
書
か
ら
茂
宣
へ
と
続
く
道
路
に
た
ま
っ

た
箔
ち
葉
な
ど
が
あ
っ
と
い
う
聞
に
き
れ

い
に
な
る
の
は
、
大
勢
が
力
在
合
わ
せ
て
こ

そ
。
幼
い
こ
ろ
か
ら
一
緒
に
過
ご
し
て
き
た

仲
閣
と
の
作
業
に
、
自
然
と
笑
顔
も
あ
ふ
れ

ま
す
。「

ふ
る
さ
と
に
貢
献
し
な
き
ゃ

J

そ
ん
な
思
い
を
も
っ
人
に
と
っ
て
、
総
人

足
は
茂
窟
で
作
業
を
す
る
い
い
き
っ
か
け

で
す
。
ま
た
、
集
落
に
暮
ら
す
人
々
は
、
た
く

さ
ん
の
人
が
ふ
る
さ
と
を
思
っ
て
集
ま
っ

て
く
れ
る
こ
と
を
あ
り
が
た
く
思
っ
て
い

ま
す
。

も
ち
ろ
ん
、
茂
倉
の
暮
ら
し
は
、
寄
日
在

当
た
り
前
に
そ
こ
で
過
ご
し
て
い
る
人
々

が
い
て
こ
そ
、
守
ら
れ
て
い
ま
す
。
水
道
や

道
路
、
畑
、
軍
立
ど
、
ど
れ
も
日
常
的
に
使
わ

れ
て
い
る
か
ら
こ
そ
維
持
で
き
る
も
の
.

ア
つ
ら
が
死
ん
だ
あ
と
、
ど
う
怠
る
の
か

ね
え
。
」

多
く
の
人
が
考
え
て
い
る
、
害
え
の
出
な

い
問
題
で
す
。

茂
倉
の
お
墓
に
入
り
た
い
?

「
茂
富
の
お
墓
に
入
り
た
い
ヘ
茂
窟
で
生

ま
れ
育
っ
た
人
白
多
く
が
そ
-
つ
言
い
ま
す
。

2



茂
倉
で
子
供
時
代
在
過
ご
し
た
世
代
は
、
そ

の
気
持
ち
を
共
有
で
き
る
だ
ろ
う
し
、
き
っ

と
茂
膚
在
大
切
に
思
っ
て
く
れ
る
だ
ろ
う
。

で
も
、
茂
吉
で
暮
ら
し
た
経
験
を
も
た
な
い

今
の
子
供
力
士
た
ち
の
世
代
に
な
っ
た
ら

ど
う
な
る
の
だ
ろ
う
か
。
茂
書
へ
の
お
墓
参

り
を
続
け
て
く
れ
る
の
だ
ろ
う
が
.

「
こ
こ
で
生
ま
れ
た
子
供
は
何
か
あ
っ
て

も
来
て
え
っ
て
言
う
け
ど
、
向
こ
う
で
生
ま

れ
た
子
は
な
ん
て
言
う
か
わ
か
ら
な
あ

な
.
」
と
い
う
声
も
閣
が
れ
ま
す
。

幹
が
希
望
を
つ
な
ぐ

け
れ
ど
、
明
る
い
話
題
も
あ
り
ま
す
。
茂

書
で
暮
ら
し
た
経
験
在
持
た
な
い
世
代
の

一
人
、
深
津
期
大
さ
ん
(
幻
歳
)
。
ご
両
親
と

も
茂
書
出
身
で
す
が
、
自
身
は
東
京
育
ち
。

そ
ん
な
彼
が
昨
年
の
春
に
早
川
町
役
場
に

就
職
し
、
茂
吉
で
暮
ら
し
始
め
た
の
で
す
。

自
然
が
好
き
な
こ
と
加
え
、
子
供
の
頃
、

茂
倉
で
盆
踊
り
や
流
し
ソ
l
メ
ン
在
し
た

思
い
出
が
、
茂
君
で
暮
ら
し
始
め
る
理
由
の

←
つ
に
な
っ
て
い
る
と
い
い
ま
す
。
そ
し
て

「
茂
宣
に
百
燭
電
球
が
と
も
る
だ
よ

L
と
み

ん
な
が
う
れ
し
そ
う
に
語
る
よ
う
に
、
久
し

ぷ
り
の
若
い
力
は
茂
膚
中
が
ら
愛
さ
れ
て

い
ま
す
。

住
ん
で
い
る
人
々
と
舛
に
い
る
人
々
や

そ
の
子
供
た
ち
が
協
力
し
、
夏
祭
な
ど
の
行

事
在
大
切
に
続
け
て
い
く
こ
と
が
、
第
二
の

淘
大
さ
ん
や
、
茂
倉
を
ふ
る
さ
と
と
し
て
大

事
に
思
う
若
い
世
代
が
現
れ
る
こ
と
に
繋

が
る
の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

茂
曹
に
生
ま
れ
育
っ
た
昔
、
茂
曹
に
先
祖

を
も
っ
者
同
士
の
紳
を
こ
れ
か
ら
も
大
切

に
守
っ
て
い
く
こ
と
。
顔
を
合
わ
せ
て
皆
で

作
業
在
し
、
幹
を
再
確
認
で
き
る
機
会
を
こ

れ
か
ら
も
大
切
に
活
か
し
て
い
く
こ
と
。
そ

れ
が
、
こ
れ
か
ら
の
茂
窟
の
鍵
在
握
っ
て
い

る
よ
う
な
買
が
し
て
い
ま
す
。
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符社で湯立ての儀を執り

行った後、御輿が集落を練り
歩〈。奉納する餅は前日から
準備され人々に配られる。•

1 月

柳巻き

道祖神祭(獅子舞)

12月

冬の総人足

本格的な冬が始ま
るのを前に、村中で
冬支度.

茂倉

ヱ年

11月

主主祭

4 月

三番史

春の総人足

三番里は五素質量複を願っ

てg俸制される缶銃芸能.自

翁、黒舗、先台、箇、大差室、拍

子木が各 1 人と小厳 3 人

の計 9 人で行われる.

7 月

祇園祭(獅子舞)

8 月

夏祭

道組樽の前で獅子

舞が舞い箇と大蔵
の音が村に響く。

お盆の閣、夜にはキリ

コ灯篭がともされる.

茂倉に 2 つあるお寺

ではそれぞれ00;餓鬼

も行われる。

自
相
手
へ

軒
家
、
軒
崎
、
J
ζ
る
叶

μ
』

付
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〆
内
、
イ
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ν
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ベ
ま

ζ
る

句
、
芯
-
r
e
A
だ
押
曲
m
L
u
h

わ
や
芯
持
甫
宣
伝
令
閉
店
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咽
汗
埜R
h
寸
本
玄
暗

4
5
5

島
寸

時
d
n
注
を
時
め
Y
ζ
る

句
、
歩
ム
T
e
A
だ
押
神
L
u
h

わ
や
芯
嘗
川
市
宣
伝
令
恩
「

年
寄
り
d
w
H
f町
村
だ
け
と

L
3
W
り
裂
が
律
主
守
3
1
る

句
、
芯
怠
人
だ
古
川
布
令
u
h

わ
や
芯
s
n
甫
宣
伝
当
閣
応
、

戸
、
叶
r
a

い
ν
ι
=
忘
る

A
W
に
よ

は
白
日%
H
a
世n
u

、
フ
「
芯
怠
人
だ
押
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唱
し
u
h
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M
T
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乞
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一
、
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h

h
M
T
芯
詩
書
室
缶
、
、
思
弓

問茂窟で 100年

以上も前から作り
続けられている野

菜は、何でしょ

う.右の写Eがそ
の野菜です l

害 1 ，茂薗すいか

2 ，茂薗かぼちゃ

3 ，茂薗う I)

II息子へIII掛か」作望月八重子さん(瑚倒 |l

主
計
志
へ

示
場μ
志
享
伍
を
←
b
U
1
4
n
乞
弓

皆
元
気
配
口
乍
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噂
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、
，
た
-
「
世
U
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念
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芯
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系
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の
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寄
3
1
い
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芯
ま
り
ロ
ロ
叫
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怠
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け
和
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噛
宅
唾π
甫
叫
時
き
ム
T
a
A
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や
ζ
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d
n
怠
い
の
マ
容
も
れ
品

川
口
港
、
d
可
や
ま
め
を
ラ
古
川
み

定
之
由
人
前
日
山
や
川

皆
マ
幽
コ
?
神
曹
を
世
灯
、
J
Mき

輔
や
討
が
ロ
ラ
た
相
食
管
制
車
り

唱
晴
夫
会
し
た
芯
宮

喝
の
生
ま
れ
た
何
だ
を
の

t
c
ゃ
夜
甫
d
n
+
が
る
A
V
に
よ

志
向
+
a
m
b
c
吉
当
け
も
れ
と

あ
ま
り
甚
性
き
す
る
右
よ

4
7
6

ヒ
〉
ピ
〉
コ
ロ
け
〉
-
高
固
い
い
よ

一
向
だ
W
A
だ
乞
奮
い
た
叶

u
c

本
ヒ
当
日
企
官
ま
マ
性
?
1
寸
ζ
h
よ

八重子さんは、他出する息子への懇いと、それに対する

息子の返司院を惣像し鋳にした.ちなみに茂倉弁で、「うら

あ」とは私、「わやあ」とはあえ手たの意.

正解者由中から抽選で 2名犠に、みさ
えE在プレゼントします l

前回のクイズの正解は、 3 の[，Om叫でし
たg鏑遣の結果、大石さん(静岡市)、機内さ
ん l南アルプス市)の 2 名が当選しました.
おめでとうございます 1



早川の行き帰りにお立ち寄り下さい 1

Y17·!Y25 米山ご夫妻の展示会、西湖にて開催

問い合わぜ先

『西湖いやしの里担場(ねんI~J
住所 山保県爾寄留郡富士河口渇町西潟根喝 2710

花L ;0555-20-4677

訂

-17 時.入館科

大人 350 円 (31

;.訓 150 円 1∞円)
調いの箇?ち米山久i'作1Il.ll

期

早川町に住む陶芸置の米山久志さんと、藍染め作家白米山のぷ子

さんの作品展がそれぞれ開値されます.お二人とも、東京白デパー

トやギャラリーで個展や二人展を聞くなどの活蹟を♀さっていま

す.直接早川田空貫在感じるだけではなく、作品を通して早川の息

吹を感じるのもいいですね.

米凶のぶ平叙りの&.11

期間 3

。〆 大人だって川遊びしたい l

γ4.5 r大人の渓流遊びツアー」

-温.

9/ 南アルプス集落散策ツアー

/今 8， 19 r日本のマチュピチユ・集落めぐりの旅』

岡町・・・ー'帽川
・錫土資料.
.早川 lt小

冨岡留・.

集合宿泊は全て「光源の里温泉ヘルシー美里 Jになります.
多加費にはガイド料保険料、野鳥公園入園料が含まれます.

問い合わせ 閉し込み先

「南アルプス邑野鳥公園」
TEl&FAX:0556-48-2288 e-mal:V<K オゅ@hoY'帥 w~e ∞

httrdlwww r. av <iK awa 悶刷、 Iv 挺拍/

野島公園 •

早川町の'興奮1;1、南アルプスの山あいに点在しています.中に

は「日志のマチコピチコj という表現がぴったりな場所がありま

す.そん怠集落を遺り、地元の方のお臣を句い広がら山里の葛ら

しにI~'、れます.

日時 3 月 B 13ｷ }月

対象高校生J:.上

・加費・ 3. lOO円 1 泊 3 食、観込み

定員 14 ~，豆込 9 月 15 日節回58

食視込み}

iλ9 月日打切 2E
10/ ワイ jレドライフツアー

/16.17 rニホンジカの生態に迫る」

置をョ ......J ......医.'-~言-J n. 官圃 υE ・歯医・略...

繭アルプスの混涜で、大人の川湿びをしまぜ

んか〉魚採りや阜川怠らではの砂金保 'J 体..

aどに後慨し.軍涜を遡っていきます.早川町

の文化や遊日を体駿できる、他に拡い川澄日ツ

アーです.

日崎 9 月 4 1
対象高綬笠以上

.!II慣・ 1 ，0

定員 14 名

夕暮れぜまる早川の谷にこだまする、シ

カの声.早川町の秩の風物将のひとつです.

シカの声をたょっにどんな行動をしている

のかを深ります.ニホンジカの研究11121

年のスタッフがご案内する 2 日間.今年は

どんな出会いがあるのでしょうか?

日時 10 月 16 (::)， 17 日(日，

対象庸役生以上

参加賞 11 ，800 円

定員 14 名要申込、 10 月 時切

こだわり食材、はじめました!

r..しいJr・.1I_Jr・・J

a・ -z...シリーズ

E芋 l皐Iii隊窓・・彊いいとみ.男蹄

副議|割|スーパー岩国屋

..，畑'闘臨時制相M日e..-t.・H・a
"剛・"8._.~'....， ~..?-I:.6皐で融制

(lI;J!革'''''.'-<1'， 1

日本建Z震のプロフェッショナル

望月工務店
平4(浴田 13 山良県爾霊感思早川町察 1市2

TB...0556-45-3016 FAX. 05 56- 4~ 河田 1< Z・3



9，イ 雨畑硯のギャラリー「硯匠庵」にて

ハ8 絵手紙講座、開催 l

硯匠庵由開館当初から 10 年間

関わってこられた、結手紙作軍腫

田膏海先生による鎗手紙講座が開

催されます.実習を中心とした指

導と講聾です.季節の魅力や日々

の出来事を絵と文章で表現してみ

ませんか.

日時

淘容

10m.
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催
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世
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生
引
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完
回
目

海
丹
羽

春
日
間
品

田
制
創

護
手
足結
で

2
0

去

り
刀
釦
底

1
-

先
匠

%
出

1

ぜ

圃屍‘d~1I函 L昨=t."'-，:Jr'1.・H・I・H・I:r・u目前酒8';;:'・

n / 野鳥をこよなく愛する人たちの

γ'.29 r野鳥写真展J ,.
野鳥に鮭ぜられ、.，された..奥の数々.

野鳥好きでなくても電興の美しさに鰭劃

します.早川町の自然情線も展示します.

ゼっかく自然・か与早川町に来たの'"ら

立ち寄らないと鍋 l 早川町の自然をもっ

と深〈知')、もっと好きに与る..真展です.

3 日 ).......2~IE( 七

00 央月曜、火曜 :1

L関 fるお閉会わせは筒アル伊

豆野鳥公園 1.80 日6-48-2288) まで

思HI: _，酎醐飼

開催国防 8
ギャラ υ- ，ゴムノ

車均値渇 ..

•

浜田屋商店
電話 0556-48-2311

早川町で感動停腫在

光源の里温泉 へJレシ一美里

南アルプス邑野鳥公園

硯匠庵の茶房千丁木(ぜんちょうぎ)に

こだわりの新メ=ューが登場!

硯匠庵にある喫茶コ ナ に新しいメニュ が

加わりました.雨畑硬をイメ ジした「硯/(ンJ や、

もちきぴを蹄 'J込んだ「きびパンJ t;j.ど早川らしい

メ二ユ 在揃えました.雨焔湖周辺由美しい鼠曹を

眺めつつ、新しい味をお棄しみください.

衛メニュー

硯)\ン 5田円 コーヒーセ y ト{ケーキ付) ,5曲円
き{}:ン 450 円 南姻茶アイス 5凹円

※3> 1際だけのご利用もできます.お安E確にお起し下さ".

問い合わぜ 申し込み先「硯匠庵』
住所山婁県南巨摩郡阜J I町商蝿 70 1-1 TEL:055&45-2210

9月献金は 与4 ・26
『足立洋史木版画展一群〈むりぷし〉星ー J

早川町で木版画作昼の創作活劃を

雌lする E立洋史民.今回、早川町内で

は初めての展覧会開値と怠ります.

ダイナミック怠彫りと温淡による刷

りで表現される理〈鑓闘志作畠は

観る奮を不思調な世界へと輯います.

この魅力溢れる足立洋史民の作品展

是非ともご高買下さ ll.

開備期間 9 月 1 日(水 )-26 自(日)

※月調、火種定休 (20 日は開館)

10 月展示会は「赤沢宿(仮題 )J を予定しています.

問い合わせ 申し込み先「早川創造空間 COCOROTOJ
住所 山良県南巨摩郡早川町保 1525 TEL:05 日 45-2770

主主主旦工主主ヤ?

ご予駒ーお問い古わゼ

TEU0556-48-2621
http:/ /www ha.Ya掴咽唱阻<anIIn祖""
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金命保険領書健康のこと~ら

樟式全社 さいとうエージェンシ
tel.055-280-3360 句.x.055-280-3361

副島 ..屋寛オートリースレンタカーのこと~ら

有限全社 SｷTｷEｷP
te1.055-280-3350

_...."・ 1!;"...........1'. )__...J ttIo'..-.:....-..:Jl..tl: I."! 祖国.
.

パ5J法2zlmrrF|1

宕~4~・樟纏(有)
干409-3244

山梨県西八代忍市川三郷町虚聞 2077

TEL0556-32-1003 FAX.0556-32-1004



送斜r~、全ての商品の.;f;斜盆が、普通便 740 円、ク ル1f 9日円で

聞菌、中園田園九州、東北、北海道l;t+ 1凹円.....420 円かかります.

ご当地アイスの決定版!

「雨畑茶アイスとポポアイスの詰め合わせ」

川曹が障りおいしいお茶が採れる雨畑地区田「雨畑茶」由朝を

置沢に使ったアイスクリームと、バナナとマンゴ を足したよう

E味わいの、幻のフルーツ「ポポ』由7イスクリームのセットです.

これからの暑い季節には欠かせ草いアイスクリーム.この償金に

ぜU、ご置曜ください. ・.ーーーー

値絡/温調n8∞円+送斜

会員 1 ，620 円+送線

内容/6偏{薦忽萩アイス 3 ・
+ポポアイス 3 個)

※ 1 個の容量l;t 12命吋

発送/主文順に順次発送

a・切/在庫がある限り象ります.

お早めにご童文〈ださい.

味・香り・歯ごたえ 3拍子揃った

「原木栽培の白鳳まいたけ」

森に中で見つけると、舞い上がるほど掴しというとこ

ろからついたこの名前.原本で育てられた早川田まいた

けはスパで手に入るものとは比べ鞠に草ら草いお

いしさです.王ぷら、バター静め、まいたけご恒等で、 足

早い軟由味覚をお察しみ ー一

ください.

偏絡/一般 22∞円
会員 21∞円+送斜

向容/1 旬

時進ノ 10 月上旬より
童文順に発送

錫切/9 月 13 目{月}

米天候によって~収檀a置が寝らtl-ご注文いただいてもilS送り

でき怠い喝含がございます.あらかじめど7i1« ださい.

花嫁と一緒に簸いだ「みさえ亘」

うずらEを少し小ぶりにしたような『みさえfi..Jは、お揮に

行< rみさえ』さんlζEを持たせたことから、みさえEと呼ば

れているのだとか.軍らかいので、一晩水に理しておけば、す

ぐに量えます.(味がいいから}おしまいにし

ちょよ(しZよいで拍)というお母さんの宮

車を守『工作り続けている貴重なEです.

価格/通常'"凹円、会員 1.2∞円+送科
内容/1 旬
発送/8月下旬より発送

飾切/9 月 27 日(月)

-・・ご注文・お問い合わせ先・・・

rNPO法人日本上流文化圃研究所(ゃまだらけ.築制」

TEL.0556-45-2160(9:00-17:30)
FAX.0556-45-2268
E-mailshop 骨jorvuken.net

主主文者氏名、住所..~."t、お送り先氏名住所電..奮番号商品名倣屋

建Eご週路下さい.ファックス、メー"の渇合、折り返しご遭鎗いたします .3

日縫っても連絡が拡い.舎は、"手微ですが竃畠でお間合ぜ〈ださい.支払

い回、薦晶と 樋に鴎求・をお送りしますので、指定の盆砲岨関へお蟹込み

〈どさい.

※会員と 1;1.早川サボーターズクラブ、及び附 O法人日志上流文化

圃研究所の会員のことです.

LLi!1=tltl ゃまだらけ |
43 号特集 (10 月上旬お届け)

「マムシ」
早川町民の密かは策しみの一つ、マムシ

取りとその活用に焦点を当てます.

焼いて食べた 'J、焼酎につけたり、薬にし

たり.複々怠活綱方溢とともに、マムシの生

懸やマムシlII! 'J の知恵や鎌‘さらには咽ま

れてひどい目にあった !Uんてぞっとする

ようはエピソードもー著書紹介しちゃいます.

これを篠めば、あなたもマムシに、いや早

川町民に近づく司匹間遭いなし'

伽読者の声
・樹原堰堤這般に関わった草月 lすさ代さん

の、とても 93 織とは感じられない箸さに

びっくり l 砂防唄が 10 番までもあることに

びっくり l 望月さんが未だにそれを覚えて

おられる事にもびっくり! (茅野市 K さん)

・けさ代さんの脂そして唄の餓み解き、こ

の 2 つは民俗学の良くできたレポートです

ね.早川の人の働き方の良"Ie録です. (八千

代市S さん)

.伺度も早川をII;れているのに‘そんなに圧

倒的怠寝獲があったとは知らなかったです.

今度、春木川に土木遺産巡りをしに行きたい

です.011崎市 N さん)

-策郎 けさ代さんの記憶力には、編集部も

窓当に鴛かされました.厳しかった仕・も、

その中にあった奈しさも全てが青春時代の

大切本思い出なんでしょう.そして、今のけ

さ代さんを支えているんだと感じました.

.同)T 二ユースで紹介されていた車溜遁援

とブル ペリ の摘み取り体駿に行く予定

です. (府中市 K さん)

.鎗郡ありがとうございます.逼泉とブ

"ーペリー、いかがでしたか 7楽しんでいた

だけたでしょうか.そうそう、 E軍淘温援で~.

お痔司が食べられるように怠りましたよ.樋

会がありましたら、ぜひどうぞ.

_c2)
替差

rr 繍てる IJ 僑暢 '0.1*lf4ｻ
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